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Abstract
This paper reported on the characteristics of student athletes who used the Kyushu Kyoritsu 

University Reconditioning Room（RCR）in 2019. The paper also discussed future prospects for better 
student athlete support. The number of student athletes who used RCR for the first time in 2019 was 
106, which tended to be higher than before. In particular, first-year student athletes tended to use RCR 
more often, and females tended to have more overuse injuries than males. Future prospects include 
introducing orthopedic medical checks and counseling for student athletes into RCR activities.
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１．緒言

　九州共立大学（以下，本学）は，日本スポーツ協会

公認アスレティックトレーナー（以下，ＪＳＰＯ－Ａ

Ｔ）の免除適応コース承認校であり，2008年からＡ

Ｔ養成に携わっている．免除適応コースのカリキュラ

ムの一環として180時間の現場実習が課されており，

ＪＳＰＯ－ＡＴの指導のもと実施することが求められ

ている１）．

　本学における現場実習は，５名のＪＳＰＯ－ＡＴの

指導のもと学生トレーナーが学生アスリートを対象に

スポーツ傷害の応急処置やアスレティックリハビリテ

ーションをリコンディショニングルーム（以下，ＲＣ

Ｒ）において実施している．

　ＪＳＰＯ－ＡＴの役割にはアスレティックリハビリ

テーションや救急処置といった選手と対面して行う活

動だけでなく，組織運営や管理といった内容も含まれ

ている１）．したがって，本学における現場実習では，

学生トレーナーに対してＲＣＲにおける日々の来室者

記録を習慣づけることで，組織運営や管理に対する意

識づけを図っている．日々の来室者記録の内容は，初

回来室した学生アスリートの外傷・障害を評価するた

めの記録と学生アスリートのコンディションやアスレ

ティックリハビリテーションの進歩状況を把握するた

めの記録，その日の来室者数の記録の３つで構成され

ている．日々の来室者記録を長期的に管理することは，

ＲＣＲの運営における傾向や課題の検討を行うことを

可能とし，学生トレーナー教育および学生アスリート

サポートを充実させるために重要な業務である．

　本稿では，ＲＣＲにおける新規来室者数の変動や利

用者の傷害の部位や種別，専門種目，性別，学年に関

する傾向や特徴を明らかにし，今後のＲＣＲの運営改

善に向けた施策を提案することを目的とする．

２．方法

１）期間と対象

　2019年4月から2020年3月までのＲＣＲ新規来室者

の記録書（以下，記録書）を対象とした．

２）記録書の記載内容

　記録書には，ＲＣＲに来室した日付，氏名，性別，

学籍番号，所属する運動部，傷害部位，傷害名等を記

入する欄を設け，来室者自身に記入してもらった．な

お，記入の際には必要に応じてトレーナーが追記した．

３）集計方法

　記録書をもとに新規来室者の総数，月別の来室者数，

学年別の来室者数，部活動別の来室者数，部位別の傷

害件数，外傷・障害別の件数を単純集計にて算出した．

学年別の来室者数と外傷・障害別の件数については男

女別でも集計した．一人の来室につき複数の傷害を有

していた場合，部位別の傷害件数のみ複数集計した．

　なお本稿では，アスレティックトレーナー専門科目

テキスト第３巻２）の分類に基づき，転倒や衝突など

の１回の外力により発生したものを外傷，比較的長期

間に繰り返される過度の運動負荷により発生したもの

を障害と定義した．

３．結果

１）新規来室者の総数および月別にみた来室者数

　該当期間における新規来室者数は106名であった．

月別の新規来室者数は５月と11月の15名が最多であ

り，７月の14名が次ぐという結果であった（Fig.1）．

Fig.1　月別新規来室者数

２）学年別

　新規来室者数を学年別にみると，１年生が45名（42

％），２年生が28名（26％），３年生が25名（24％），

４年生が８名（８％）であった．また，男女別にみる

と，１年生の男性が27名（25％），女性が18名（17％），

２年生の男性が20名（19％），女性が８名（８％），

３年生の男性が15名（14％），女性が10名（９％），

４年生の男性が７名（７％），女性が１名（１％）で

あり，全学年を合計すると男性が69名（65％），女性

が37名（35％）であった（Table1）．
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Table1　学年別新規来室者数

３）部活動別

　新規来室者数を部活動別にみると，陸上競技が最も

多く31名（29％），次いで体操競技が20名（19％），

サッカーが18名（17％）であった（Fig.2）．
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Fig.2　部活動別新規来室者の割合

４）部位別傷害件数

　傷害部位を上肢，下肢，体幹に分類し，手・手関節，

肘関節，肩関節，上腕・前腕部，足・足関節，下腿部，

膝関節，大腿部，股関節，頭頸部，胸部，背部，腰部，

腹部，臀部に細分化した場合，下肢が57件（50％），

体幹が31件（27％），上肢が27件（23％）であり，下

肢の傷害が最も多いという結果が得られた．下肢の中

でも足・足関節が22件と最も多く全体の19％を占め

ていた．足・足関節に次いで受傷件数が多かったのは，

腰部が20件（17％），肩関節が19件（17％），膝関節

が15件（13％）であった（Fig.3）．

a．上肢、下肢、体幹に分類
b．手・手関節、肘関節、肩関節、上腕・前腕部、足・足関節、下腿部、膝関節、大腿部、股関節、

頭頸部、胸部、背部、腰部、腹部、臀部に分類
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Fig.3　新規来室時における外傷・障害の部位

５）外傷・障害別件数

　医療機関受診後に来室し傷害名が明らかとなってい

た症例は57件であり，これらを外傷と障害に分類す

ると外傷が37件（65％），障害が20件（35％）であっ

た．男女別にみると，男性の外傷が21件（37％），障

害が８件（14％）であり，女性の外傷が16件（28％），

障害が12件（21％）であった（Fig.4）．
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Fig.4　新規来室時における外傷・障害の分類

４．考察

　本調査の結果から，2019年度におけるＲＣＲの新

規来室者数は106名であった．2014年度は83名３），

2015年度は71名４）であったため2019年度は増加傾向

にあった．また，学年別に比較すると学年が低いほど

来室者数は多くなる傾向がみられた．特に１年生の来

室者数は全体の42.5％を占め，他学年と比較して明ら

かに多い傾向が確認できた．泉ら５）は，大学１年生

は高校での部活動引退から大学入学までの期間の運動

量が低下し，大学入学時には柔軟性の低下や筋力の低

下といったコンディション不良を引き起こしていると

報告している．さらに，大学入学に伴い競技レベルが

上がったことで練習やトレーニング負荷が急激に上が

っていることも考えられる．これらが大学１年生の来



58 名頭薗　亮太　他

室者数が多くなった要因の１つであると考えられる．

これらを踏まえると，大学１年生が本格的に大学スポ

ーツに参加する前に自身のコンディションについて把

握するきっかけを設ける必要があるのではないかと考

えられる．他大学では，大学１年生に対して新入生ガ

イダンス期間中の取り組みの一つとして整形外科的メ

ディカルチェックを実施しているところもあり，その

必要性についても報告されている６）．本学においては，

大学１年生に対して整形外科的メディカルチェックを

実践する必要性について提案がなされているが７），導

入上の具体的な問題点や対策については十分に検討さ

れておらず，実践に至っていないのが現状である．他

大学のように大学行事におけるメディカルチェック導

入については，４月に行われている新入生オリエンテ

ーションが妥当であると考えられる．しかしながら，

導入に向けては，スムーズにチェックを実践できる実

施要領の作成や日程調整，役割分担を用意した上でオ

リエンテーション担当委員会との念密な打ち合わせが

必要である．以上のことを踏まえれば，３〜４月期な

どのＲＣＲの閑散期を活用し，メディカルチェックを

試験的に実施し，実践上の詳細な問題点を浮き彫りに

し，その対策がなされた実施要領や実施計画を作成す

る必要があると考えられる．また，昨年度に強化した

ＳＮＳにおける広報活動の成果もあってか，ＲＣＲの

来訪者は増加しており，閑散期に実施するメディカル

チェックの改良版を繁忙期において実践することで受

検者数を着実に増加させ，実施要領をバージョンアッ

プさせてゆき，最終的には新入生オリエンテーション

における実践へと展開してゆきたいと考える．

　また，月別の新規来室者数をみると５月，11月が

最も多く，次いで７月が多い傾向にあった．来年度は

この傾向を踏まえて傷害発生の予防に取り組むことが

必要であることが考えられる．具体的には，新規来室

者数が多かった月から逆算してＲＣＲから学生トレー

ナーを各部活動に派遣し，前述した整形外科的メディ

カルチェックやトレーニング指導などを実施すること

で傷害発生の予防に貢献できるのではないかと考えら

れた．そのためには，一般的にオフシーズン，プレシ

ーズン，インシーズン，ポストシーズンに区別される

１年間のトレーニング計画のどの時期に傷害が多いの

かという傾向を種目や学年ごとに特定することが必要

であると考えられる．また，各部活動へのシーズン別

のトレーニング計画に関する調査に加え，来室者記録

に受傷シーズンや違和感を感じた時期といった調査項

目を追加することも重要であると考えられる．

　部活動別に来室状況をみると，陸上競技や体操競技，

水泳といった個人競技の部活動に所属している学生ア

スリートの来室者数が多い傾向にあった．集団競技は

個人競技と比べると個別での活動が難しく，ＲＣＲに

訪れにくいことが推察された．一方で，サッカー部の

来室者数が多かったのは，朝に練習を実施している日

もあることから，夕方に開室しているＲＣＲを利用し

やすかったことが考えられる．このように，部活動別

のＲＣＲ来室者数には，傷害発生とは直接的に関係し

ない要因が影響していることが予測されることから，

今後はＲＣＲを開室する時間帯を見直すなど検討が必

要であると考えられる．さらに，学生アスリートを広

くサポートしていくためにはＲＣＲ以外でのサポート

も必要である．本学におけるＲＣＲ以外でのサポート

活動の現状は，各部活動に対する学生トレーナーの帯

同がメインである．しかしながら，学生トレーナーが

帯同している部活動は限られているため，今後は，集

団競技で夕方に活動している部活動を中心に積極的に

学生トレーナーを派遣することが必要であるのではな

いかと考えられた．

　傷害部位別の来室件数をみると，下肢が最も多く全

体の半数を占める結果となった．下肢の中でも足・足

関節が最も多く，次いで膝関節が多い結果であった．

先行研究では，足関節捻挫はスポーツ活動中に発生す

るスポーツ傷害全体の45％を占めるとの報告もされ

ており８），本調査においても，足関節捻挫を中心に来

室件数が多くなっていた．下肢以外の部位も含めてみ

ると，足・足関節に次いで多かったのは腰部，肩関節

であった．これらは他の報告９）と同様の傾向を示し

ていることから，本学におけるスポーツ傷害発生のパ

ターンは一般的な傾向と一致していると考えられた．

　傷害分類別にみると，外傷が障害より多いことが明

らかとなり，過去の報告と同様の傾向を示した３）４）７）．

一方で，男女別にみると，男性では外傷が障害の２倍

以上の件数になっているのに対し，女性では外傷と障

害の件数はほぼ同数となっていた．スポーツ障害は，

突発的に発生するスポーツ外傷と比較して痛みや機能

障害などの症状が徐々に現れるというのが特徴として

あげられる．したがって，症状が本格化する前の段階

で正しい対処法を学び実践することで競技離脱を避け

ることが可能である．しかしながら，スポーツ外傷の

ような局所的な炎症所見は少なく，通常熱感や発赤は

なく腫脹も軽微であることから，痛みを我慢しながら

競技に取り組み続ける学生アスリートも少なくないと

予測される．このような事態を避けるためにも，前述
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した整形外科的メディカルチェックと合わせてスポー

ツ傷害に対するカウンセリングの場としてもＲＣＲを

活用していくべきではないかと考えられた．実際にカ

ウンセリングを行うにあたって男性同士，女性同士の

方が相談しやすいことが考えられるが，2019年度に

ＲＣＲで活動していた学生トレーナーは男性が27名，

女性が10名と女性トレーナーが少ない傾向にあった．

一方で，スポーツ障害を有して来室する学生アスリー

トの割合は女性に多い傾向がみられたことから，ＲＣ

Ｒをカウンセリングの場として活用していくために

は，ＲＣＲで活動する女性トレーナーを増やすことも

必要になるのではないかと考えられた．

５．まとめ

　本稿では，ＲＣＲにおける日々の来室者記録をもと

に，2019年度のＲＣＲ来室状況について報告し，今

後のＲＣＲの運営および活用方法について考察した．

　2019年度のＲＣＲ新規来室者の総数は106名であ

り，特に５月，11月の来室者数が多い傾向にあった．

また，学年別にみると大学１年生の来室者数が多い傾

向にあり，部活動別にみると個人競技の部活動に所属

する学生アスリートの来室者数が多い傾向にあった．

さらに，傷害分類別にみると男性アスリートに比べ女

性アスリートのスポーツ障害件数が多い傾向にあっ

た．そこで，これらの傾向を踏まえた今後のＲＣＲの

活動として，整形外科的メディカルチェックをＲＣＲ

の活動内容に取り入れることや学生トレーナーを積極

的に部活動に派遣し様々な部と連携を進めること，カ

ウンセリングの場としてＲＣＲを活用していくことで

学生アスリートサポートをより充実させることができ

るのではないかと考えられる．
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